
令和7年度　主要事業評価シート

　　　

Ｒ 年度 ～ Ｒ 年度

0千円

令和５年度 令和６年度 令和７年度

予
算
額

0千円 0千円

140千円 2,140千円 140千円 403千円 50千円 59千円

3,060千円 680千円 7,660千円 2,065千円 2,550千円 1,834千円

2,512千円 1,997千円 1,534千円

7,800千円 2,468千円 2,600千円

18,500千円

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

378千円 0千円 1,490千円

活動実績

（計画通り実施できたか）

新たに8社17品目を認定し、百貨店及び
関係自治体等のPRイベントにおいて、亀山
ブランドを含む地元産品のPR販売を行うこ
とで、本市の魅力を発信した。また、百貨
店と連携して特産品の発掘・磨き上げを
行った他、三重茶農業協同組合と協働し
て亀山茶ペットボトルを復活させた。

新たに4社5品目を認定し、百貨店及び
関係自治体等のPRイベントにおいて、亀
山ブランドを含む地元産品のPR販売を行
うことで、本市の魅力を発信した。また、
市内事業者と連携して、5ヶ所に亀山ブ
ランド特設コーナーを設置した。
また、令和6年度に向け、事業者への伴
走型支援を行うステップアップ支援事業
の制度化を進めた。

百貨店及び関係自治体等のＰＲイベント
において、亀山ブランドとして認定した１９
社３８品目を含む地元産品のＰＲ販売を
行うことで、本市の魅力を発信した。ま
た、亀山ブランド認定業者・認定品のＰＲ
動画を作成しＳＮＳへアップすることで、市
内外に情報発信した。さらに、伴走型支
援として、勉強会を１回、個別相談会を２
回開催した。

新たに3社3品目を認定し、大阪・関西万
博及び関係自治体等のＰＲイベントにおい
て、亀山ブランドを含む地元産品のＰＲ販
売を行うことで、本市の魅力を発信した。
また、観光・地域ブランドグループ公式イ
ンスタグラムを活用し亀山ブランドの情報
を88回市内外に情報発信した。さらに、
伴走型支援として、個別相談会を1回開
催するとともに、オリジナルシロップ発表会
を開催し、ブランド認定事業者が交流でき
る場を設けた。

事業計画

〇ブランド認定
〇ステップアップ支援
〇戦略的な情報発信
○イベントの企画・実施

〇ブランド認定
〇ステップアップ支援
〇戦略的な情報発信
○イベントの企画・実施

〇ブランド認定
〇ステップアップ支援
〇戦略的な情報発信
○イベントの企画・実施

〇ブランド認定
〇ステップアップ支援
〇戦略的な情報発信
○イベントの企画・実施

令和４年度年度

決
算
額

事業費

国・県支出金

44千円

0千円

4,260千円

0千円

0千円0千円 0千円

国・県支出金

地方債

その他

一般財源

2,134千円 1,997千円

①期間内計画額（R4-7） 18,500千円 ②期間外計画額（R8-） -  ①＋②総計画額

1,893千円

計
画
額

120千円

4,140千円

4,900千円

70千円

4,830千円

4,600千円

75千円

4,525千円

3,200千円 2,820千円

事業の対象（誰に、何に対して）

事業期間 主な根拠法令等 -4

事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

本市がもつ様々な地域資源や優位性を発掘・磨
き上げ、市内外に戦略的に情報発信し市のブラン
ド力の向上を図ることで、生産者の生産意欲や販
売意欲を高めるとともにシビックプライドの醸成につ
なげ、産業振興と地域の活性化を図る。

市内事業者や関係団体、行政等で構成する亀山市地域ブランド推
進協議会を中心に、特産品を認定するブランド認定や、特産品の魅
力や価値にさらに磨きをかけるステップアップ支援、戦略的な情報
発信の展開により、地域ブランディングに取り組む。

地方債

その他

一般財源

事業費

部

課

予
算
科
目

会計 担当部署

産業環境部
01：商工費

02：商工業振興費

事業名 評価分類

款

項

目

A1

商工観光課
観光・地域ブランドＧ

補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
①
基
本
事
項

施
策
体
系

22064

-

市内事業者及び市内外の人

亀山ブランド推進事業

01：一般会計

事業手法

施策の方向

重点プロジェクト

02：地域に根ざした商工業の活性化

03：市内事業者の経営安定化と事業活動の活性化

03：「しなやか田園都市」プロジェクト

03:交通拠点性を生かした都市活力の向上

計画コード

施策の大綱

基本施策

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等）

近年、価値観が多様化する中で、いかに「選ばれ
るまち」となるかは、他の地域にはない、東海道の
宿場町の面影を残す関宿をはじめ、豊かな自然
や歴史、伝統、特色ある文化に恵まれた地域な
ど、この地域ならではの魅力的な価値をつくり、磨
き上げ、発信していく必要がある。

直営

07：商工費

一部委託 全部委託



（令和7年度予算額の内訳）

0千円

1,893千円

0千円

令和7年度

12

27

9

実績値 34

37

38

47

産業環境部　商工観光課　観光・地域ブランドGL　堀切　雅代

産業環境部　商工観光課長　原　千里

継続（拡大）

B

活動

計画値

9

24 24 24 24
回

品目

計画値

前年度からの繰越額

当年度の最終予算額

次年度への繰越額

⑤
成
果

（
Ｃ

)

判定

B
まずまず成果を得た

事業実施により得られた成果（誰に（何に）対してどのような効果があったか

令和7年度は新たに３事業者３品目を亀山ブランドとして認定した。大阪・関西万博
及び関係自治体等のイベントにおいて出展するなど、ブランドの魅力を積極的にＰＲし
たほか、観光・地域ブランドグループ公式インスタグラム等のＳＮＳを活用した情報発
信など、市内外に本市の特産品の魅力を発信し、亀山市の知名度向上と産業振興
に寄与することができた。

④
指
標

（
Ｃ

）情報発信回数

⑥
課
題

（
Ｃ

）

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

事業の達成状況等を踏まえた課題事項

積極的に市内外に情報発信やＰＲ出展を行ってきたが、市内での亀山ブランドの認知度が十分でな
いため、認知度の向上を図る必要がある。
また伴走型支援が一時的であり、販路拡大につながっていないため、ＰＲ方法の戦略や事業者と消
費者の対面販売など、魅力発信の新たな手法が求められる。

方向性

改善・見直し内容

令和9年度以降で対応するもの令和8年度で対応する（した）もの

１次評価者

最終評価者

継続（拡大） 施策の更なる推進に向け、事業の拡大・充実を図る。
【
履
歴

】

市内小学校を対象に亀山ブランド事業者による
出前講座を行い、子どもたちに亀山の優れた産
品や事業者を知ってもらい、ブランドの認知度を
高める。亀山ブランドパートナー協定を締結して
いる名阪関ドライブインや道の駅関宿等と連携
し、効果的な販路拡大の機会を創出する。

市内小学校への出前講座の実施や市内でのＰＲ
出展により亀山ブランドの魅力や知名度の向上を
図るとともに、亀山ブランドパートナー協定を締結
している店舗との連携を強化し、販路拡大につな
ける。事業者間のつながりを創出し、連携の促進
を図る。

件

区分単位

3 6

令和4年度種別

成果

令和5年度 令和6年度

ステップアップ支援件数（累計）

57

41

活動

計画値

実績値

説明等

亀山ブランドの認定や、認定事業者の更なるレベルアップに向けた事業者へ
の支援件数 3 4 7

38
亀山ブランド認定品数（累計）

指標名

（
再
掲

）

48実績値 38 101

事業の対象

市内事業者及び市内外の人 本市がもつ様々な地域資源や優位性を発掘・磨き上
げ、市内外に戦略的に情報発信し市のブランド力の向
上を図ることで、生産者の生産意欲や販売意欲を高め
るとともにシビックプライドの醸成につなげ、産業振興と
地域の活性化を図る。

事業の目的

各種媒体を活用した亀山ブランドに関する情報発信回数
32

継続（拡大）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業展開

成果判定 A

継続（拡大）

A

継続（拡大）

B


